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三
世
浅
草
庵
と
し
て
の
黒
川
春
村

（
補
遺
）

石

ー
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E
E
E

，F 

了

幕
末
の
国
学
者
で
あ
る
黒
川
春
村
は
、
浅
草
市
人
（
姓
、
大
垣
）
、
大
垣
守
舎
（
前
号
浅
茅
庵
）
に
続
く
三
代
目
の
浅
草
庵
を
称
し
た
狂
歌

作
者
で
も
あ
り
、
ま
た
著
名
な
蔵
書
家
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
国
学
者
と
し
て
の
春
村
研
究
は
さ
て
お
く
と
し
て
も
、
狂
歌
作
者
と
し
て

は
そ
の
基
礎
的
調
査
す
ら
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
拙
稿
「
三
世
浅
草
庵
と
し
て
の
黒
川
春
村
」
（
隔
月
刊
「
文
学
」
第
八
巻
三
号
、
平
成

十
九
年
三
月
。
以
下
、
前
稿
と
略
称
す
る
）
で
そ
れ
を
試
み
た
が
、
浅
草
庵
代
々
に
お
け
る
位
置
づ
け
等
を
も
視
野
に
入
れ
た
た
め
、
肝
心
な

春
村
の
詳
細
を
報
告
す
る
紙
幅
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
こ
に
別
途
、
新
た
に
補
遺
と
題
し
て
報
告
す
る
所
以
で
あ
る
。

最
初
に
、
前
稿
で
報
告
し
た
略
伝
事
項
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
く
。
春
村
は
寛
政
十
一
年
六
月
九
日
の
出
生
、
幼
名
勘
吉
、
通
称
を
治
平
ま

た
別
に
次
郎
左
衛
門
と
も
い
い
、
後
に
主
水
と
改
め
た
。
号
し
て
芳
蘭
、
葵
園
、
薄
斎
と
も
称
し
た
。
狂
歌
分
野
で
は
、
守
舎
だ
け
で
な
く
市

人
に
も
師
事
（
文
政
三
年
の
市
人
没
時
、
春
村
二
十
二
歳
）
し
た
査
側
（
代
々
の
浅
草
庵
一
派
の
総
称
）
の
一
員
で
、
初
め
本
蔭
と
称
し
て
随

日
園
と
も
号
し
た
。
ま
た
守
舎
が
天
保
元
年
四
月
に
五
十
四
歳
で
没
し
た
翌
年
に
は
浅
草
庵
号
を
継
い
で
そ
の
一
二
世
と
な
り
、
都
草
園
、
壷
々

一
世
浅
草
庵
と
し
て
の
黒
川
春
村
（
補
遺
）

五



五
四

亭
の
別
号
も
用
い
た
。
浅
草
田
原
町
に
住
む
陶
器
商
だ
っ
た
が
、
文
政
九
年
二
十
八
歳
の
時
に
家
業
を
弟
に
譲
っ
て
別
家
、
田
原
町
三
丁
目
に

あ
っ
た
そ
の
別
家
か
ら
嘉
永
四
年
十
一
月
に
本
所
小
泉
町
に
転
居
、
さ
ら
に
本
所
大
徳
院
前
に
移
っ
て
（
時
期
不
明
）
慶
応
二
年
夏
に
発
病
、

周
年
十
二
月
二
十
六
日
に
享
年
六
十
八
歳
で
病
没
、
浅
草
新
堀
端
の
永
見
寺
に
葬
ら
れ
た
。
な
お
以
下
論
述
の
都
合
に
よ
り
、

複
す
る
記
述
が
あ
る
こ
と
を
前
も
っ
て
お
断
り
し
て
お
く
。

一
部
前
稿
と
重

春
村
の
狂
歌
活
動
に
つ
い
て
は
、
浅
草
庵
号
を
継
ぐ
前
の
い
わ
ば
前
期
活
動
期
と
、
三
世
浅
草
庵
期
に
大
き
く
二
分
で
き
る
。
ま
ず
前
者
か

ら
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

管
見
の
う
ち
で
は
、
以
下
の
十
五
種
の
刊
本
に
す
べ
て
「
随
日
園
本
蔭
」
の
狂
名
で
入
集
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
な
お
、
原
本
の

所
在
が
確
認
し
づ
ら
い
も
の
に
限
り
、
そ
の
現
所
蔵
者
名
を
記
載
し
て
お
く
（
以
下
同
じ
）
。

①
浅
草
庵
守
舎
・
浅
紅
園
勝
海
編
『
狂
歌
隅
田
川
名
所
図
会
東
岸
之
部
』
文
政
六
年
八
月
刊

「
浅
草
庵
の
あ
る
じ
大
垣
守
舎
」
自
序
。
春
翠
国
蔵
板
。

②
浅
草
庵
守
舎
編
『
狂
歌
続
伊
勢
海
』
初
編

文
政
七
年
正
月
序

「
文
政
七
と
せ
の
む
つ
き

浅
草
庵
」
自
序
。
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
蔵
。

③
浅
草
庵
守
舎
編
『
狂
歌
千
歳
友
』

「
文
政
七
と
せ
の
は
づ
き

文
政
七
年
八
月
刊

浅
草
庵
大
垣
守
舎
」
自
序
。
出
羽
米
沢
・
浅
翠
庵
蔵
板
。

④
浅
草
庵
守
舎
・
千
種
庵
口
網
諸
持
編
『
狂
歌
武
蔵
野
百
首
』

浅
草
庵
自
序
、
諸
持
自
故
。
浅
草
庵
蔵
板
。

文
政
七
年
十
月
開
巻



⑤
浅
草
庵
守
舎
・
茅
花
園
編
『
狂
歌
こ
ぞ
の
し
を
り
』

「
文
政
八
と
せ
と
い
ふ
年
は
づ
き

の
上
毛
人
・
桃
の
花
枝
追
善
集
。

文
政
八
年
八
月
序

茅
花
園
の
あ
る
し
太
桃
白
記
」
自
序
。
催
主
は
茅
樹
園
丈
枝
・
茅
右
園
盛
校
。
前
年
九
月
十
二
日
没

⑥
浅
草
庵
守
舎
等
五
人
編
『
狂
歌
吉
原
形
四
季
細
見
』

文
政
八
年
冬
刻

八
島
貞
岡
（
岳
亭
）
画
。
花
笠
連
蔵
板
。

⑦
浅
草
庵
守
舎
編
『
狂
歌
続
伊
勢
海
』
二
編

文
政
八
年
刊

早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
蔵
。

⑧
浅
草
庵
守
舎
編
『
狂
歌
続
伊
勢
海
』
三
編

早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
蔵
。

文
政
九
年
刊

⑨
浅
草
庵
守
舎
編
『
狂
歌
坂
東
太
郎
』

文
政
十
年
三
月
開
巻

開
巻
年
月
は
旧
蔵
者
の
書
込
み
に
よ
る
。
刈
谷
市
立
図
書
館
村
上
文
庫
蔵
。

⑩
浅
草
庵
守
舎
等
九
人
撰
『
三
才
月
百
首
』

文
政
十
二
年
四
月
行
成

浅
草
庵
自
序
。
春
友
亭
蔵
板
。

⑪
浅
草
庵
守
舎
・
湖
濡
園
・
臥
竜
園
編
『
狂
歌
真
木
住
』

文
政
十
二
年
十
一
月
間
巻

「
文
政
十
二
年
の
冬

千
種
庵
（
諸
持
）
」
序
。
春
友
亭
蔵
板
。

⑫
千
種
庵
諸
持
編
『
狂
歌
六
帖
題
苑
第
一
帖
』

刊
年
未
詳

諸
持
が
④
の
肢
文
で
こ
の
度
二
世
千
種
庵
を
継
い
だ
と
述
べ
て
い
る
の
で
、
④
と
同
じ
頃
の
刊
か
。
大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵
。

⑬
浅
庭
庵
竜
海
・
浅
哲
庵
秋
住
編
『
狂
歌
花
の
錦
』

刊
年
未
詳

内
題
「
上
野
高
瀬
鳳
来
山
奉
納
／
四
季
花
」
。
浅
草
庵
（
守
舎
）
序
。
浅
草
庵
（
守
舎
）
撰
の
当
座
「
浅
草
庵
老
師
待
請
」
を
含
む
。
催

一
世
浅
草
庵
と
し
て
の
黒
川
春
村
（
補
遺
）

五
五



五
六

主
は
上
野
高
瀬
・
稲
城
連
。
無
窮
会
平
沼
文
庫
蔵
。

⑭
浅
草
庵
（
守
舎
）
編
『
新
草
狂
歌
集
』
上

刊
年
未
詳

⑮
浅
草
庵
（
守
舎
）

所
見
二
本
と
も
、
外
題
・
内
題
と
も
に
「
上
」
と
付
記
さ
れ
て
い
る
一
冊
本
。
「
下
」
は
未
刊
か

0

・
文
車
庵
編
『
粧
東
都
見
立
八
景
』

刊
年
未
詳

泉
涌
成
・
北
渓
画
。

他
に
も
確
認
漏
れ
が
少
な
く
な
か
ろ
う
が
、

一
見
し
て
気
づ
く
よ
う
に
⑫
と
⑬
以
外
は
す
べ
て
、
師
で
あ
る
守
舎
の
編
撰
書
で
あ
る
。
い
さ

さ
か
補
足
し
て
お
く
と
、
①
は
守
舎
が
郷
里
の
上
野
国
大
間
々
か
ら
江
戸
に
出
て
最
初
に
編
ん
だ
狂
歌
集
と
思
わ
れ
、
江
戸
で
二
世
浅
草
庵
の

襲
名
披
露
を
行
っ
た
文
政
六
年
三
月
を
過
、
さ
る
こ
と
五
箇
月
後
の
も
の
で
あ
る
。
春
村
の
詠
は
隅
田
川
や
木
母
寺
、
梅
若
塚
等
を
題
に
計
十
六

首
が
入
集
し
て
い
る
。
時
に
春
村
二
十
五
歳
で
、
守
舎
が
二
世
浅
草
庵
と
な
っ
た
後
、
も
ち
ろ
ん
初
代
浅
草
庵
の
市
人
か
ら
続
く
縁
も
あ
っ
た

ろ
う
が
、
真
っ
先
に
二
世
の
門
下
と
な
っ
た
一
人
と
思
わ
れ
る
。

い
ま
一
つ
注
目
し
て
お
き
た
い
の
が
、
守
舎
の
二
世
浅
草
庵
と
し
て
の
月
並
会
成
果
で
あ
る
②
・
⑦
・
⑧
の
『
狂
歌
続
伊
勢
海
』
全
三
編
で

あ
る
。
初
編
で
あ
る
②
の
守
舎
序
に
、
「
師
（
市
人
）
の
い
せ
の
海
に
な
ら
ひ
て
、
月
な
み
の
す
り
ま
き
を
あ
は
せ
て
、
と
ぢ
ぶ
み
に
な
さ
む

と
す
。
さ
る
は
ま
ず
つ
こ
と
し
を
初
編
、
く
る
と
し
を
二
編
と
な
し
て
」
云
々
と
あ
り
、
そ
の
計
画
を
実
行
し
た
も
の
が
こ
れ
で
あ
る
。
各
編
と

も
末
尾
近
く
に
そ
れ
ぞ
れ
本
蔭
撰
の
当
座
が
あ
っ
て
、
春
村
も
ま
た
精
力
的
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
春
村
が
判
者
と
な
っ
た
時
期

は
特
定
で
き
な
い
が
、
こ
の
当
座
担
当
は
春
村
が
早
く
も
頭
角
を
現
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
随
日
園
本
蔭
と
は
別
に
「
随
日
園
勝
良
」
な
る
東
都
の
狂
歌
作
者
が
お
り
、
浅
茅
庵
（
守
舎
）
編
同
『
狂
歌
七
題
集
』
（
文
政

四
年
十
月
開
巻
。
催
主
は
上
野
大
間
々
・
壷
弓
慮
有
竹
。
大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵
）
、
万
歳
逢
義
編
刷
『
あ
さ
く
さ
／
＼
』
（
文
政
四
年
冬
萄

山
人
序
、
同
年
極
月
松
桜
高
人
序
、
正
尚
子
坊
明
風
践
。
市
人
の
一
周
忌
追
善
集
）
、
浅
茅
庵
編
同
『
連
名
披
露
圧
歌
合
』
（
壷
泉
楼
竜
海
序
〈
序

中
に
「
う
ま
の
と
し
の
春
」
と
あ
る
か
ら
、
文
政
五
年
春
で
あ
ろ
う
〉
。
催
主
は
上
野
桐
生
・
五
百
機
連
。
大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵
）
、
浅
黄



堂
染
人
編
仙
『
鷲
』
（
同
六
年
二
月
間
巻
。
催
主
は
上
野
桐
生
・
万
歳
連
。
東
北
大
学
狩
野
文
庫
蔵
）
、
そ
れ
に
②
と
六
樹
園
・
浅
草
庵
守
舎
等

六
人
撰
同
『
純
一
開
花
鳥
風
月
集
』
（
六
樹
園
自
序
、
守
舎
白
抜
。
壷
月
堂
市
住
輯
。
同
七
年
九
月
刻
）
の
計
六
書
に
そ
の
名
が
見
え
、
以
後
は

見
当
た
ら
な
く
な
る
（
②
の
み
に
二
人
の
随
日
園
が
並
出
す
る
こ
と
は
後
述
す
る
）
。
さ
ら
に
紛
ら
わ
し
い
こ
と
に
、
「
正
木
勝
良
」
な
る
人
物

が
市
人
判
的
『
あ
さ
け
の
霜
』
（
文
政
コ
一
年
霜
月
万
歳
亭
逢
義
序
。
催
主
は
真
砂
庵
。
桑
楊
庵
干
則
の
一
周
忌
追
善
集
。
大
妻
女
子
大
学
図
書

館
蔵
）
、
浅
草
庵
（
市
人
）
編
悶
『
狂
歌
浅
草
集
』
（
書
名
は
書
題
蜜
に
よ
る
。
「
大
間
々
浅
茅
庵
」
も
入
集
）
、
浅
茅
庵
編
刷
『
狂
歌
蓬
の
露
』

（
同
四
年
六
月
開
巻
。
正
木
勝
良
判
の
当
座
を
も
含
む
。
催
主
は
上
毛
桐
生
・
青
柳
総
連
。
桐
生
の
壷
瓶
楼
万
丸
追
福
集
。
早
稲
田
大
学
文
学

研
究
科
図
書
室
蔵
）
、
万
歳
逢
義
編

ω
『
あ
さ
く
さ
／
＼
』
（
前
出
）
、
燕
栗
園
千
穎
編

ω
『
新
玉
帖
』
（
同
十
二
年
刊
）
の
五
書
に
入
集
し
て
い

る
の
を
偶
目
し
た
。
そ
こ
で
双
方
に
関
わ
る
刷

ω
『
あ
さ
く
さ
／
＼
』
を
改
め
て
検
討
し
て
み
る
と
、
国
別
編
集
と
な
っ
て
い
る
同
書
に
お
い

て
は
、
随
日
闇
本
蔭
は
見
当
た
ら
ず
、
正
木
勝
良
は
「
出
羽
米
沢
」
の
部
に
そ
の
名
が
あ
り
、
随
日
園
勝
良
と
正
木
桂
長
清
こ
と
末
広
庵
長
清

は
と
も
に
「
東
都
」
の
部
に
入
集
し
て
い
る
。
つ
ま
り
正
木
勝
良
、
随
日
園
勝
良
、
正
木
桂
長
清
の
三
人
は
い
ず
れ
も
別
人
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
な
ら
ば
随
日
園
勝
良
が
随
日
園
本
蔭
で
あ
る
可
能
性
は
き
わ
め
て
高
く
、
①
が
文
政
六
年
八
月
刊
で
あ
る
こ
と
も
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、

春
村
は
市
人
門
人
と
な
っ
て
以
後
文
政
六
、
七
年
の
交
に
、
そ
れ
ま
で
の
随
日
園
勝
良
か
ら
随
日
園
本
蔭
と
改
称
し
た
と
考
え
る
の
が
最
も
妥

当
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
考
え
れ
ば
、
翌
七
年
睦
月
序
の
②
に
二
人
の
随
日
園
が
入
集
し
て
い
る
こ
と
へ
の
説
明
も
つ
く
。
ま
た
『
あ
さ
く
さ
／
＼
』

に
お
け
る
追
善
狂
歌
「
今
よ
り
は
歌
よ
む
こ
と
も
か
た
を
か
ゃ
あ
は
れ
ま
な
び
の
親
な
し
に
し
て

植
日
国
勝
良
」
も
、
市
人
に
師
事
す
る
こ

と
短
く
し
て
死
別
し
た
春
村
の
詠
と
理
解
す
れ
ば
納
得
も
で
き
よ
う
。
こ
の
随
臼
園
勝
良
が
本
蔭
に
先
行
す
る
春
村
の
初
号
だ
と
す
れ
ば
、
こ

の
追
善
歌
が
管
見
版
本
中
の
春
村
初
出
歌
で
、
そ
の
座
像
も
す
で
に
例
に
見
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
春
村
は
三
世
浅
草
庵
襲
名
後
に

「
本
蔭
」
の
狂
名
を
上
野
国
津
久
田
の
壷
翫
楼
池
田
守
瓶
に
譲
っ
て
い
る
（
『
草
庵
五
百
人
一
首
』
）

0

世
浅
草
庵
と
し
て
の
黒
川
春
村
（
補
遺
）

五
七



守
舎
が
没
し
た
翌
年
の
天
保
二
年
二
月
二
十
日
、
春
村
は
勧
進
役
と
し
て
そ
の
追
福
会
を
開
催
し
、

五
八

世
の
襲
名
披
露
（
題
「
吉
野
」
）
を
査
側
恒
例
の
浅
草
並
木
町
の
巴
屋
で
行
っ
て
い
る
（
『
壷
す
み
れ
』
）
。
時
に
春
村
三
一
十
三
歳
で
、
守
舎
が
二

一
箇
月
後
の
三
月
二
十
日
に
浅
草
庵

世
襲
名
時
四
十
七
歳
だ
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
ず
い
ぶ
ん
若
い
。

さ
て
、
次
に
三
世
浅
草
庵
期
に
お
け
る
春
村
で
あ
る
が
、
そ
の
編
撰
韻
文
集
の
刊
本
を
ま
ず
左
に
列
記
す
る
。
そ
の
数
は
肘
か
ら
例
ま
で
の

二
十
八
点
で
あ
る
。

肘
狂
歌
遅
速
五
十
題
（
内
題
）

狂
歌

半
紙
本
・
一
冊

天
保
一
元
年
十
月
刊

都
草
園
蔵
板

的
芳
雲
狂
歌
集
（
内
題
）

半
紙
本
・
一
冊

天
保
二
年
三
月
序
刊

千
種
庵
の
あ
る
じ
勝
田
諸
持
」
序
。
大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵
。

蔵
板
者
名
不
記
載

浅
草
庵
黒
河
春
村
編
。
「
天
保
と
あ
ら
た
ま
れ
る
は
じ
め
の
年

狂
歌

浅
草
庵
春
村
編
。
「
天
保
二
年
弥
生
廿
目
黒
河
春
村
」
序
。
歌
題
「
吉
野
」
。

例

名

所

狂

歌

集

狂

歌

半

紙

本

・

二

巻

二

冊

天

保

四

年

正

月

以

前

刊

浅
草
庵
蔵
板

美
濃
本
三
冊

浅
草
庵
春
村
編
。
浅
草
庵
序
。
各
巻
冒
頭
に
集
中
作
者
一
覧
を
付
す
。
ま
た
巻
一
一
の
巻
末
に
付
載
さ
れ
た
天
保
四
年
正
月
付
「
浅
草
庵
蔵

板
書
目
」
に
は
、
「
草
庵
五
百
人
一
首
近
刻
」
「
遅
早
五
十
題

出
来
」
「
名
所

狂
歌
集

出
来
」
「
草
庵
狂
歌
集

二
冊

一
冊
出
来
」
「
怜
野
狂
歌
集
二
冊

近
刻
」
（
こ
れ
の
み
未
見
）
と
あ
る
。
九
州
大
学
富
田
文
庫
蔵
。

半
紙
本
・
二
巻
二
冊
天
保
四
年
正
月
以
前
刊

所
見
二
本
と
も
上
巻
（
春
・
夏
の
部
）
の
み
で
下
巻
未
見
。
浅
草
庵
春
村
編
。
上
巻
に
あ
る
「
目
録
」
に
よ
れ
ば
、
未
見
の
下
巻
は
、
秋

十
八
題
と
冬
八
題
か
ら
成
る
。
な
お
、
刊
行
年
次
と
蔵
板
者
名
は
、
同
の
「
浅
草
庵
蔵
板
書
目
」
に
よ
る
。

刷
草
庵
五
百
人
一
首 冊

同
怜
野
狂
歌
集

狂
歌

狂
歌

天
保
四
年
十
二
月
凡
例
刊

大
本
・
三
巻
三
冊

浅
草
庵
蔵
板

浅
草
庵
蔵
板



黒
河
春
村
編
。
「
天
保
美
巳
冬
十
一
月
錦
園
天
野
好
之
」
漢
文
序
、
千
種
庵
の
ふ
た
世
の
あ
る
じ
口
網
諸
持
和
文
序
。
「
天
保
四
年
十
二

月
黒
河
春
村
」
凡
例
。
各
巻
冒
頭
に
計
二
五

O
名
の
略
伝
を
掲
げ
、
本
文
は
半
丁
単
位
で
一
名
の
肖
像
画
と
そ
の
詠
一
首
を
掲
載
す
る
。

墨
印
自
像
画
の
画
者
名
不
記
載
。
な
お
、
蔵
板
者
名
は
同
の
「
浅
草
庵
蔵
板
書
目
」
に
よ
る
。

同

三

十

六

番

狂

歌

合

狂

歌

大

本

・

一

冊

天

保

五

年

春

刊

池

廼

屋

蔵

板

黒
川
春
村
編
。
千
種
庵
勝
田
諸
持
判
。
天
保
四
年
二
月
十
二
日
興
行
。
「
天
保
四
年
二
月
黒
川
春
村
」
序
、
「
天
保
四
と
せ
の
春
千
種

庵
諸
持
」
の
後
書
き
。
右
序
に
よ
れ
ば
、
近
江
日
野
の
池
廼
屋
こ
と
外
池
真
澄
と
相
談
し
て
同
国
小
椙
百
枝
に
筆
を
と
ら
せ
た
と
い
う
。

参
加
者
は
左
右
各
十
八
名
（
左
方
に
は
、
春
村
と
妻
の
綾
万
自
も
参
加
）
で
、
題
は
「
閑
居
の
鴛
」
と
「
旅
宿
花
」
各
十
八
番
。
末
尾
に

「
天
保
五
年
二
月
黒
川
春
村
」
序
の
愛
竜
（
伴
富
践
弟
で
真
澄
の
師
）
と
真
澄
の
和
歌
を
付
す
。
大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵
。

同

柳

巷

名

物

誌

狂

歌

大

本

・

一

冊

天

保

五

年

五

月

刻

浅

草

三

世

蔵

板

浅
草
庵
春
村
編
。
村
田
本
成
輯
。
「
天
保
の
五
と
せ
と
い
ふ
年
さ
っ
き
、
そ
こ
の
あ
た
り
程
遠
か
ら
ぬ
草
の
庵
に
春
村
」
序
。
当
座
は
柿

園
本
成
撰
。
淡
彩
刷
り
挿
絵
は
加
保
茶
宗
園
文
楼
（
文
楼
ひ
と
演
）
画
。
版
下
は
川
佐
広
好
、
彫
工
は
朝
倉
楼
雄
。
吉
原
の
名
物
や
調
度
、

風
物
や
風
俗
等
の
詠
を
収
む
。

例
春
秋
聯
語
集

狂
歌

半
紙
本
・
一
冊

天
保
五
年
十
一
月
刻

蔵
板
者
名
不
記
載

浅
草
庵
春
村
・
千
種
庵
諸
持
・
燕
栗
庵
千
穎
編
。
榊
園
土
雄
・
千
束
庵
章
雄
輯
。
東
北
大
学
狩
野
文
庫
蔵
。

例

紅

叢

紫

鎮

狂

歌

半

紙

本

・

一

間

天

保

六

年

七

月

刻

蔵

板

者

名

不

記

載

黒
河
春
村
（
左
方
）
・
村
田
元
成
（
右
方
）
編
。
春
村
添
詞
。
勝
田
諸
持
序
。
文
楼
浅
茅
生
輯
。
当
座
は
勝
田
諸
持
撰
。
彩
色
刷
り
挿
絵

は
鈴
木
其
一
画
。
版
下
は
川
佐
広
好
、
彫
工
は
江
川
道
守
。
花
を
題
と
す
る
。

同

倣

古

追

詠

上

巻

狂

歌

半

紙

本

・

一

冊

天

保

六

年

七

月

序

刊

所
見
二
本
と
も
上
巻
の
み
（
下
巻
未
刊
か
）
。
黒
川
春
村
編
。
「
天
保
六
年
七
月

蔵
板
者
名
不
記
載

黒
河
春
村
」
序
。
画
者
不
明
の
淡
彩
刷
り
人
物
像
を
収

一
世
浅
草
庵
と
し
て
の
黒
川
春
村
（
補
遺
）

五
九



六
O

む
。
人
物
像
入
り
の
『
集
外
（
三
十
六
）
歌
仙
』
を
元
に
、
そ
の
半
数
を
採
り
上
げ
て
編
ん
だ
も
の
。
大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵
。

同
着
到
十
首

和

歌

半

紙

本

・

四

巻

四

冊

蔵

板

者

名

不

記

載

黒
河
春
村
編
。
春
夏
秋
冬
の
四
巻
。
春
の
当
座
は
池
田
市
万
侶
・
向
後
河
鳥
・
河
合
容
雄
の
各
撰
、
夏
の
当
座
は
高
橋
広
道
・
桜
井
光
枝

の
各
撰
、
秋
の
当
座
は
新
井
守
村
・
佐
分
網
造
・
日
下
菊
村
の
各
撰
、
冬
の
当
座
は
村
田
元
成
・
土
屋
正
臣
の
各
撰
。
な
お
、
刊
年
は
各

原
題
簸
に
刻
さ
れ
て
い
る
。

天
保
七
年
刊

例
羽
族
類
題

和
歌
大
本
・
一
冊

黒
河
春
村
・
浅
綾
庵
外
池
真
澄
編
。
「
天
保
八
年
正
月

を
題
と
す
る
。
架
蔵
。

天
保
八
年
二
月
刻
浅
綾
庵
（
外
池
真
澄
）
蔵
板

黒
河
春
村
」
序
、
浅
綾
庵
の
あ
る
じ
外
池
真
澄
肢
。
当
座
は
加
藤
蔭
直
撰
。
鳥

半

紙

本

・

一

冊

天

保

八

年

四

月

刻

千

束

庵

蔵

板

内
題
「
江
戸
名
所
前
編
」
。
後
編
未
刊
か
。
浅
草
庵
春
村
・
花
の
屋
光
枝
・
千
種
庵
諸
持
編
。
淡
彩
刷
り
口
絵
は
二
世
柳
川
重
信
画
。
大

妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵
。

同

奉

額

普

光

集

（

内

題

）

狂

歌

半

紙

本

・

一

冊

天

保

九

年

九

月

刻

下

総

印

西

松

崎

邑

・

呆

下

亭

蔵

板

尾
題
「
俳
譜
歌
普
光
集
」
、
添
付
の
甲
乙
録
題
「
普
光
集
」
。
浅
草
庵
春
村
・
華
笑
百
合
満
・
千
束
庵
章
雄
編
。
墨
印
挿
絵
は
国
直
画
。
甲

乙
録
に
よ
れ
ば
催
主
・
呆
下
亭
知
永
。
架
蔵
。

同
江
戸
名
所
図
会

前
編

狂
歌

初

編

狂

歌

天

保

九

年

九

月

刻

近

江

日

野

・

浅

稲

庵

蔵

板

黒
河
春
村
編
。
「
か
く
い
ふ
は
、
こ
の
う
た
え
ら
べ
る
大
江
戸
の
浅
草
人
、
草
の
屋
の
春
村
、
天
保
九
年
九
月
九
日
、
き
く
の
さ
か
づ
き

と
り
か
は
す
け
ふ
の
し
る
し
に
、
酔
人
め
か
し
て
し
ど
け
な
き
こ
と
Y
も
を
か
く
な
ん
」
序
。
こ
の
序
に
よ
れ
ば
、
近
江
国
の
西
田
正
芳

輯
。
淡
彩
制
り
挿
絵
は
相
覧
画
。
彫
工
は
朝
倉
伊
八
。
大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵
。
後
編
（
第
二
編
相
当
〉
は
天
保
十
二
年
十
一
月
刻
。

例

狂

歌

百

才

子

伝

半

紙

本

・

一

冊

天

保

九

年

冬

以

前

刊

半
紙
本
・
一
冊

川

w淡
海
名
寄

狂
歌

千
蓋
庵
・
千
束
庵
梓



内
題
「
百
才
子
伝
」
。
春
夏
之
部
は
浅
草
庵
春
村
編
で
当
座
は
在
江
戸
の
塊
床
幸
世
撰
、
秋
冬
之
部
は
檎
闇
梅
明
編
、
恋
雑
之
部
は
千
種

庵
諸
持
編
で
千
蓋
庵
出
府
待
受
会
は
千
蓋
庵
松
雄
撰
。
冒
頭
に
才
子
三
十
六
人
の
や
や
詳
し
い
伝
を
付
す
。
墨
印
挿
絵
は
雪
鷲
画
。
大
妻

女
子
大
学
図
書
館
蔵
。

例
撫
葉
大
成

巻一編
。
「
て
ん
ほ
う
の
と
h

せ
と
い
ふ
春

半

紙

本

・

五

巻

一

冊

天

保

十

年

春

序

刊

千

束

庵

蔵

板

「
和
歌
」
・
巻
二
「
雑
体
」
黒
河
春
村
編
、
巻
一
二
「
狂
歌
」
桑
楊
市
万
侶
編
、
巻
四
「
詩
」
無
絃
編
、
巻
五
「
俳
譜
」
雪
中
庵
対
山

さ
い
た
ま
人
黒
沢
翁
満
」
序
。
ま
た
巻
四
「
詩
」
本
文
前
に
「
天
保
戊
成
四
月

韻
文
集

無
絃
」
漢
文

序
を
付
す
。

例
二
藍
源
氏

半

紙

本

・

一

冊

天

保

十

二

年

八

月

刻

内
題
に
は
「
前
編
」
と
付
記
さ
れ
て
い
る
が
、
原
題
簸
に
は
「
完
」
と
あ
る
。
浅
草
庵
春
村
・
千
束
庵
章
雄
編
。
当
座
は
柏
隆
社
広
善
撰
。

墨
印
挿
絵
は
画
者
名
不
記
載
。
各
題
は
『
源
氏
物
語
』
の
各
巻
名
を
明
示
し
た
上
で
、
そ
の
ゆ
か
り
の
題
を
掲
げ
る
。
九
州
大
学
富
田
文

狂
歌

千
束
庵
蔵
板

庫
蔵
。

同
淡
海
名
寄

後
編
（
内
題
）

狂
歌

半

紙

本

・

一

冊

天

保

十

二

年

十

一

月

刻

近

江

日

野

・

浅

稲

庵

蔵

板

小
林
元
僑
」
漢
文
序
。
こ
の
序
に
よ
れ
ば
、
近
江
日
野
の
外
池
真
澄
輯
。
淡
彩
刷
り
挿
絵
は
隣

黒
河
春
村
編
。
「
天
保
辛
丑
仲
冬
之
日

春
画
。
彫
工
は
朝
倉
伊
八
。
巻
末
に
「
前
編
追
詠
」
と
し
て
、
真
澄
の
詠
八
十
三
首
他
を
追
記
す
る
。
架
蔵
。

川
鳴
月
集

狂
歌

半
紙
本
・
一
冊

天
保
十
三
一
年
四
月
序
刊

大
間
々
・
浅
鍾
庵
美
雅
集
冊

浅
草
庵
春
村
編
。
「
天
保
十
三
年
四
月
黒
河
春
村
」
序
。
こ
の
序
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
当
地
出
身
の
二
世
浅
草
庵
守
舎
十
三
回
忌
追
善

集
。
当
座
は
浅
白
庵
照
庭
・
浅
橘
庵
正
芳
・
浅
紫
園
広
道
・
査
亭
窓
守
村
の
各
撰
。
同
年
四
月
一
日
大
間
々
・
豊
田
亭
開
巻
、
集
冊
持
は

同
地
浅
鍾
庵
美
雅
（
序
に
い
う
近
江
か
ら
当
地
へ
旅
移
り
し
て
久
し
い
「
岡
島
よ
し
ま
さ
」
で
あ
ろ
う
）
、
催
主
は
同
地
六
蔵
亭
祐
村
。

大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵
。

世
浅
草
庵
と
し
て
の
黒
川
春
村
（
補
遺
）

一」
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初
編
上

狂
歌

半
紙
本
・
一
冊

三
玉
堂
蔵
板

例
歳
時
記
図
会

弘
化
三
年
正
月
刻

内
題
「
歳
時
記
図
会
春
之
部
上
」
。
千
種
庵
諸
持
・
六
菜
園
二
葉
・
花
屋
光
枝
撰
の
部
と
、
浅
草
庵
春
村
・
文
字
楼
元
成
・
燕
栗
園
千
寿

撰
の
部
か
ら
成
る
。
当
座
は
六
帖
園
正
雄
・
六
橋
園
渡
の
各
撰
。
「
弘
化
三
年
む
っ
き
つ
い
た
ち
（
中
略
）
つ
ば
き
園
の
春
村
」
序
。
考

証
は
八
文
舎
自
笑
。
淡
彩
刷
り
口
絵
は
玉
蘭
斎
貞
秀
画
、
採
筆
は
春
翠
園
百
枝
。
大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵
。

判
花
月
遊
吟

狂
歌

半
紙
本
・
一
冊

年
次
不
明

蔵
板
者
名
不
記
載

浅
草
庵
春
村
・
浅
裏
庵
広
好
編
。
当
座
は
渚
梅
園
船
盛
撰
。
墨
印
挿
絵
は
画
者
名
不
記
載
。
大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵
。

同
五
葉
狂
歌
集

狂
歌

半
紙
本
・
一
冊

年
次
不
明

蔵
板
者
名
不
記
載

浅
草
庵
春
村
・
青
雲
亭
光
海
・
千
数
庵
好
材
・
青
松
園
磐
村
編
。
黒
河
春
村
序
。

同
彩
霞
集

和
歌

半
紙
本
・
四
巻
四
冊

年
次
不
明

蔵
板
者
名
不
記
載

黒
河
春
村
編

春
夏
秋
冬
の
各
巻
か
ら
成
る
。

的
三
玉
秋
眠

蔵
板
者
名
不
記
載

黒
河
春
村
編
。
上
巻
は
題
「
秋
風
」
で
長
嶋
松
守
撰
の
当
座
、
中
巻
は
題
「
秋
野
」
で
村
田
元
成
撰
の
当
座
、
下
巻
は
題
「
秋
恋
」
で
前

二
巻
の
追
加
と
大
江
章
雄
撰
の
当
座
か
ら
成
る
。
架
蔵
。

和
歌

半
紙
本
・
三
巻
三
冊

年
次
不
明

付
新
柳
風
姿

和
歌

半
紙
本
・
四
巻
四
冊

年
次
不
明

蔵
板
者
名
不
記
載

黒
河
春
村
編
。
春
夏
秋
冬
の
各
巻
か
ら
成
る
。
春
の
当
座
は
津
田
琴
繁
・
春
湖
法
師
の
各
撰
、
夏
の
当
座
は
勝
田
福
寿
・
官
早
水
永
世
の
各

撰
、
秋
の
当
座
は
宮
下
道
守
・
大
江
章
雄
・
日
下
菊
村
の
各
撰
。
冬
の
当
座
は
池
田
本
蔭
・
川
佐
広
好
の
各
撰
。
夏
の
巻
一
冊
は
茶
梅
亭

文
庫
蔵
。

同
草
葺
集

和

歌

年

次

不

明

黒
河
春
村
編
。
春
夏
秋
冬
の
各
巻
か
ら
成
る
が
、
夏
冬
の
巻
未
見
。

半
紙
本
・
四
巻
四
冊

蔵
板
者
名
不
記
載



同

波

奈

加

多

美

和

歌

半

紙

本

・

四

巻

四

冊

黒
河
春
村
編
。
春
夏
秋
冬
の
各
巻
か
ら
成
る
。

年
次
不
明

蔵
板
者
名
不
記
載

四

右
の
春
村
編
撰
韻
文
刊
本
に
つ
い
て
、
若
干
の
補
足
説
明
を
し
て
お
き
た
い
。
肘
は
浅
草
庵
三
一
世
を
襲
名
す
る
以
前
の
も
の
だ
が
、
諸
持
の

序
中
で
、
守
舎
が
編
集
完
成
前
に
没
し
た
た
め
に
春
村
が
そ
の
遺
志
を
継
い
だ
と
い
う
。
浅
草
庵
蔵
板
と
は
せ
ず
、
あ
え
て
都
草
園
蔵
板
と
な
っ

て
い
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
川
刊
は
春
村
序
中
に
、
「
春
村
、
浅
草
庵
の
跡
つ
ぐ
こ
と
〉
な
り
に
た
れ
ば
、
そ
の
よ
し
、
を
ち
こ
ち
に
き

こ
え
ん
と
て
、
か
う
歌
合
は
も
の
し
つ
れ
」
と
い
い
、
所
収
歌
は
す
べ
て
吉
野
を
題
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
天
保
二
年
三
月
二
十
日
に
浅
草
並

木
町
の
巴
屋
で
行
っ
た
、
浅
草
庵
三
世
襲
名
披
露
会
の
成
果
が
こ
れ
で
あ
る
。
末
尾
に
収
ま
る
そ
の
詠
は
、
「
山
も
せ
に
さ
く
や
さ
く
ら
の
色

ふ
か
み
よ
し
野
は
雲
も
た
ち
ば
な
か
ら
ん
春
村
」
で
あ
る
。
ま
た
附
・

ω・
糾
・
同
・
川
な
ど
か
＝
り
し
て
、
春
村
の
勢
力
は
西
で
は
近
江
が

拠
点
だ
っ
た
よ
う
で
、
特
に
同
国
日
野
の
池
廼
屋
こ
と
浅
綾
庵
外
池
真
澄
は
、
そ
の
中
心
人
物
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
国
学
者
ら
し
い
春
村
の

考
証
癖
は
、
狂
歌
分
野
で
も
同
や
例
例
・
例
に
表
れ
て
い
る
。
同
は
画
像
入
り
の
『
集
外
（
三
十
六
）
歌
仙
』
を
元
に
、
そ
の
半
数
を
と
り
上

げ
て
編
ん
だ
も
の
で
、
東
常
縁
か
ら
木
下
長
噺
子
ま
で
十
八
名
の
像
に
漢
文
の
略
伝
を
付
す
と
と
も
に
、
各
題
と
も
、
そ
の
題
に
関
わ
る
十
八

名
の
内
の
一
名
の
和
歌
一
首
を
ま
ず
記
し
、
次
い
で
問
題
で
詠
ん
だ
面
々
の
狂
歌
を
掲
げ
る
。
巻
末
に
は
各
題
の
選
外
狂
歌
を
ま
と
め
て
掲
出

し
た
後
、
そ
の
十
八
名
に
対
す
る
面
々
の
狂
歌
賛
を
付
す
。
前
後
編
か
ら
成
る
川
同
は
近
江
の
地
名
を
題
に
し
た
も
の
で
、
画
中
に
『
日
本
書

紀
』
や
『
元
亨
釈
書
』
等
か
ら
関
連
箇
所
を
引
用
す
る
他
、
各
題
に
お
い
て
も
ま
ず
冒
頭
に
、
『
万
葉
集
』
や
勅
撰
集
等
か
ら
ゆ
か
り
の
和
歌

一
首
を
配
置
す
る
。
例
も
類
似
の
趣
向
で
、
「
四
方
拝
」
「
雑
煮
」
等
の
各
題
冒
頭
に
八
文
舎
自
笑
に
よ
る
そ
の
題
に
関
す
る
考
証
を
付
す
。
な

お
例
に
よ
っ
て
、
春
村
は
弘
化
期
に
入
っ
て
も
狂
歌
活
動
を
し
て
お
り
、
別
途
「
つ
ば
き
園
」
と
も
号
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

一
世
浅
草
庵
と
し
て
の
黒
川
春
村
（
補
遺
）
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六
四

と
こ
ろ
で
右
の
諸
書
の
内
に
は
、
天
保
六
年
の
江
戸
旅
行
中
に
春
村
に
入
門
し
、
弘
化
三
年
秋
に
浅
草
庵
四
世
を
継
い
だ
と
思
わ
れ
る
尾
張

熱
田
の
笠
亭
仙
果
こ
と
高
橋
広
道
の
入
集
室
田
も
あ
る
（
例
・
例
・
例
・
例
・
例
・
川
・
付
・
例
）
。
こ
の
四
世
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
ま
と
め

た
こ
と
が
あ
る
上
に
前
稿
で
も
触
れ
た
の
で
、
新
知
見
の
み
を
記
す
。
例
『
淡
海
名
寄
』
初
編
の
一
本
が
無
窮
会
神
習
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い

壷
董
園
広
道
」
と
あ
る
。
ま
た
新
出
資
料
の
川
『
鳴
月
集
』
に
は
、
「
熱
田

る
が
、
そ
れ
に
添
付
さ
れ
て
い
る
甲
乙
録
に
「
尾
張
熱
田

広

道
」
と
し
て
入
集
す
る
だ
け
で
な
く
、
当
座
と
し
て
「
夏
夜
夢

浅
紫
園
広
道
撰
」
の
部
が
あ
る
。
そ
の
当
座
末
尾
歌
が
熱
田
の
広
道
詠
で
あ

る
こ
と
か
’
り
し
て
、
「
浅
紫
園
」
は
「
壷
董
園
」
と
と
も
に
仙
果
の
新
た
な
別
号
と
判
明
す
る
。
な
お
、
守
舎
十
三
回
忌
追
善
の
例
で
当
座
を

担
当
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
催
さ
れ
た
そ
の
時
に
仙
果
も
大
間
々
に
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
事
実
そ
の
通
り
で
、
仙
果
が
天
保
十
三
年
三

月
に
四
度
目
の
江
戸
旅
行
を
し
た
折
の
紀
行
文
『
お
も
ひ
の
ま
h

の
日
記
補
遺
』
に
、
四
世
襲
名
の
下
相
談
を
も
兼
ね
て
桐
生
や
大
間
々
に
出

か
け
た
こ
と
が
見
え
て
い
る
。

話
題
を
春
村
に
も
ど
し
、
他
編
者
狂
歌
本
へ
の
送
序
活
動
と
春
村
肖
像
画
等
に
つ
い
て
偶
目
し
た
も
の
を
列
挙
し
て
お
く
と
、
上
毛
の
浅
葎

庵
（
富
永
）
永
世
編
凶
『
上
野
歌
枕
』
（
大
本
一
冊
。
玉
川
大
学
図
書
館
蔵
）
に
「
天
保
の
い
っ
と
せ
と
い
ふ
と
し
さ
っ
き
（
中
略
）
春
村
」

序
、
同
国
壷
高
窓
（
新
居
）
守
郁
編
倒
『
狂
歌
高
友
集
』
（
半
紙
本
一
冊
。
春
村
座
像
を
掲
載
）
に
「
天
保
五
年
六
月
浅
草
庵
」
序
、
桜
井

光
枝
編
。
『
春
葉
集
』
（
半
紙
本
二
巻
二
冊
。
春
村
座
像
を
掲
載
）
に
「
天
保
六
年
三
月
黒
河
春
村
」
序
、
千
種
庵
勝
田
諸
持
編
。
『
豊
穂

集
』
（
半
紙
本
一
冊
。
天
保
六
年
五
月
当
座
。
自
序
中
に
桜
井
光
枝
輯
と
い
う
。
春
村
座
像
を
掲
載
）
、
文
字
楼
元
成
・
遊
女
浅
茅
生
編
回
『
柳

花
集
』
（
半
紙
本
一
冊
。
天
保
八
年
三
月
刻
。
高
橋
広
道
も
入
集
。
大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵
）
に
「
天
保
七
年
九
月
薄
斎
春
村
」
序
、
千

束
庵
章
雄
編
間
『
四
方
の
海
』
（
半
紙
本
一
冊
。
天
保
十
一
年
六
月
刻
。
千
蓋
庵
・
千
宝
庵
梓
。
略
画
風
春
村
像
を
掲
載
。
大
妻
女
子
大
学
図

書
館
蔵
）
に
浅
草
庵
翁
当
座
、
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
高
橋
章
則
氏
『
江
戸
の
転
勤
族
』
（
平
凡
社
選
書
、
平
成
十
九
年
刊
）
に
よ
れ
ば
、
『
輿
歌

喚
友
集
』
（
陸
奥
桑
折
・
愚
鈍
庵
一
徳
の
改
号
披
露
集
）
の
チ
ラ
シ
に
「
天
保
十
一
年
三
月
薄
斎
春
村
」
の
一
文
が
あ
る
と
い
い
、
二
世
立

川
鷺
馬
編
の
初
代
罵
馬
十
三
回
忌
追
善
集
『
春
駒
』
（
天
保
六
年
夏
序
刊
。
九
州
大
学
富
田
文
庫
蔵
）
に
は
、
「
は
な
ち
ら
し
雪
を
ふ
み
け
つ
春



駒
も
世
の
は
か
な
さ
を
し
ら
せ
が
ほ
な
る
浅
草
庵
」
の
一
首
が
あ
る
。
な
お
、
前
稿
で
も
引
い
た
春
村
の
「
黒
川
」
姓
は
、
管
見
韻
文
刊
本

で
は
刷
・
同
以
外
は
す
べ
て
「
黒
河
」
で
あ
る
。

最
後
に
従
来
、
二
一
世
浅
草
庵
春
村
著
と
さ
れ
る
『
歌
道
手
引
種
』
に
つ
い
て
前
稿
を
補
訂
し
て
お
く
。
こ
の
書
は
『
清
話
抄
』
（
半
紙
本
二

巻
二
冊
。
以
下
、
元
本
と
略
称
）
の
改
題
本
『
歌
譜
侍
』
（
半
紙
本
三
巻
三
冊
。
以
下
、
改
題
本
甲
と
略
称
）
を
、
さ
ら
に
『
歌
道
手
引
種
』

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
黒
川
文
庫

本
と
架
蔵
の
元
本
は
見
返
し
に
記
載
が
な
く
、
「
浅
草
庵
」
序
、
内
題
「
清
話
抄
巻
之
上
（
下
）
」
、
尾
題
「
清
話
抄
巻
之
上
皐
（
下
畢
）
」
、
柱

と
改
題
（
半
紙
本
三
巻
三
冊
。
以
下
、
改
題
本
乙
と
略
称
）
し
た
も
の
で
あ
る
。

題
「
清
話
抄
」
、
丁
付
は
序
「
こ

i
「
四
」
、
本
文
巻
上
「
壱
」

1
「
四
十
三
一
」
、
同
巻
下
「
四
十
四
」

i
「
八
十
五
尾
」
、
そ
の
最
終
丁
ウ
に

は
「
浅
茅
庵
蔵
板
」
と
あ
り
、
序
文
を
含
む
全
丁
に
匡
郭
が
あ
る
。
奥
付
に
は
「
清
話
抄
後
編

嗣
出
」
の
予
告
と
、
文
政
三
年
夏
・
二
一
都
四

店
発
行
の
刊
記
が
あ
る
。
改
題
本
甲
（
国
立
図
書
館
蔵
本
）
は
一
元
本
二
冊
を
三
冊
に
改
編
（
巻
中
の
丁
付
は
「
廿
七
」

i
「
六
十
」
）
し
た
上

で
、
元
本
に
あ
っ
た
巻
上
内
題
の
み
を
「
歌
譜
岱
」
と
入
木
訂
正
し
（
他
の
内
題
と
尾
題
は
す
べ
て
削
除
し
て
空
行
）
、
柱
題
も
す
べ
て
削
除

し
て
奥
付
も
な
い
。
し
か
し
こ
の
段
階
で
は
、
ま
だ
最
終
丁
ウ
の
「
浅
茅
庵
蔵
板
」
が
残
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
改
題
さ
れ
た
改
題
本
乙
川
（
射

和
文
庫
蔵
本
。
巻
中
〈
丁
付
「
廿
七
」

1
「
六
十
」
相
当
〉
欠
の
二
冊
）
で
は
、
初
め
て
見
返
し
が
付
さ
れ
て
「
浅
草
庵
大
人
輯
／
歌
道
手
引

種
／
江
都
向
陽
楼
（
野
村
新
兵
衛
）
蔵
」
と
あ
る
も
の
の
、
内
題
と
尾
題
は
皆
無
で
（
す
べ
て
空
行
）
、
最
終
丁
ウ
の
蔵
板
者
名
も
削
除
し

た
上
に
、
匡
郭
も
序
文
丁
の
み
削
除
、
奥
付
は
弘
化
四
年
正
月
・
江
都
六
店
発
行
の
刊
記
の
み
と
な
る
。
改
題
本
乙
凶
（
大
妻
女
子
大
学
図
書

館
蔵
本
）
は
そ
の
刊
記
を
年
次
記
載
な
し
で
三
都
十
店
列
挙
に
改
め
た
も
の
で
、
そ
の
板
木
が
京
都
に
移
っ
た
も
の
が
改
題
本
乙
間
（
国
立
国

会
図
書
館
蔵
本
。
巻
中
の
丁
付
は
「
コ
一
十
二
」

1
「
六
十
」
。
巻
下
末
に
板
元
の
蔵
板
目
録
一
丁
を
付
す
）
で
、
見
返
し
を
飾
り
枠
付
き
で

「
浅
草
庵
輯
／
歌
道
手
札
草
〆
謙
々
舎
蔵
板
（
朱
印
「
横
田
／
蔵
板
」
）
」
と
改
め
、
奥
付
も
皇
都
書
障
・
俵
屋
清
兵
衛
（
横
田
謙
々
斎
）
に
改

つ
ま
り
改
題
本
乙
川
か
ら
浅
茅
庵
の
名
が
消
え
た
た
め
に
、
見
返
し
ゃ
序
者
の
「
浅
草
庵
（
大
人
）
」
が
特
定
で
き
な
く
な
り
、

め
て
い
る
。

天
保
期
の
浅
草
庵
こ
と
春
村
の
著
と
誤
解
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
浅
茅
庵
蔵
板
で
文
政
三
年
夏
（
市
人
没
の
半
年
前
）
刊
の
元
本
以
下
す
べ
て

世
浅
草
庵
と
し
て
の
黒
川
春
村
（
補
遺
）
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に
備
わ
る
「
浅
草
庵
」
序
に
よ
れ
ば
、
東
都
流
行
の
狂
歌
を
学
ぶ
手
掛
か
り
す
ら
な
い
と
嘆
く
山
里
の
者
の
求
め
に
応
じ
、
浅
草
庵
が
諸
書
か

ムハムハ

ら
集
め
て
お
い
た
こ
の
一
巻
を
与
え
た
と
い
う
。
求
め
た
山
里
の
者
が
蔵
板
者
で
も
あ
る
上
野
国
大
間
々
の
浅
茅
庵
守
舎
で
、
応
じ
た
浅
草
庵

が
そ
の
師
で
あ
る
市
人
と
解
釈
し
て
間
違
い
な
く
、
改
題
本
乙
川
見
返
し
の
「
浅
草
庵
大
人
輯
」
も
こ
れ
を
裏
付
け
る
。
そ
の
編
著
者
に
つ
い

て
は
、
正
確
に
は
「
市
人
輯
・
守
舎
編
」
と
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
春
村
は
一
切
関
与
し
て
い
な
い
。

注（

1
）
 

春
村
と
そ
の
養
子
・
黒
川
真
頼
が
中
心
と
な
っ
て
収
集
し
た
蔵
書
書
日
は
、
近
年
に
な
っ
て
柴
田
光
彦
氏
『
黒
川
文
庫
目
録
』
二
冊
（
『
日
本
書
誌
学

大
系
』
八
十
六
。
青
裳
堂
書
店
、
平
成
十
二
、
十
三
年
刊
）
と
し
て
、
そ
の
本
文
と
索
引
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
。

前
稿
で
は
、
『
草
庵
五
百
人
一
首
』
に
「
初
日
本
蔭
」
と
あ
る
の
を
「
初
、
日
本
蔭
」
と
誤
解
し
、
「
ひ
の
も
と
か
げ
」
と
振
仮
名
ま
で
付
け
て
し
ま
っ

た
が
訂
正
し
て
お
く
。
正
し
く
は
「
初
日
、
本
蔭
」
で
あ
る
。
な
お
注
（
8
）
参
照
。

影
印
と
翻
刻
が
小
林
ふ
み
子
氏
『
鳩
吉
原
狂
歌
本
三
種
』
（
『
太
平
文
庫
』
四
十
九
。
太
平
書
屋
、
平
成
十
四
年
刊
）
に
収
ま
る
。

こ
の
市
人
編
『
狂
歌
伊
勢
海
』
を
初
め
と
し
て
、
前
稿
時
未
見
だ
っ
た
市
人
と
守
舎
関
係
諸
書
に
つ
い
て
、
そ
の
後
知
り
得
た
所
在
等
を
こ
の
場
を

借
り
て
報
告
し
て
お
く
。
市
人
編
『
狂
歌
伊
勢
海
』
初
編
（
半
紙
本
二
巻
二
冊
で
寛
政
期
蔦
屋
重
コ
一
郎
刊
）
と
同
編
『
古
今
狂
歌
集
』
（
大
本
二
巻
二

冊
で
文
化
六
年
山
中
要
助
等
刊
。
内
題
「
戯
言
夷
歌
集
」
）
は
、
小
林
ふ
み
子
氏
の
ご
教
示
に
よ
り
と
も
に
法
政
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
。
ま
た
中
野

真
作
氏
の
ご
教
一
不
に
よ
り
、
同
編
『
狂
歌
三
愛
集
』
（
半
紙
本
一
冊
で
文
化
期
刊
。
北
斎
画
）
は
同
氏
の
茶
梅
亭
文
庫
所
蔵
、
千
種
庵
霜
解
編
『
狂
歌

満
玖
能
字
智
』
（
享
和
二
年
自
序
。
山
中
要
助
等
刊
）
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
同
氏
「
狂
歌
本
目
録
（
二
）
」
（
関
西
大
学
第
一
中
・
高
校
「
研
修
」
第

二
十
五
号
、
昭
和
五
十
四
年
五
月
）
に
報
告
が
あ
っ
た
。

こ
の
末
尾
に
添
付
さ
れ
た
浅
茅
庵
名
の
摺
物
に
よ
れ
ば
、
故
市
人
が
早
く
に
許
し
て
い
た
染
人
の
浅
号
「
浅
黄
堂
」
を
改
め
て
披
露
し
た
上
野
桐
生

の
書
で
、
披
露
と
し
て
の
開
巻
に
追
加
し
て
、
そ
の
一
箇
月
後
に
同
所
浅
桐
庵
で
行
わ
れ
た
浅
草
庵
（
守
舎
）
撰
の
当
座
を
付
す
。

刊
年
は
『
江
戸
狂
歌
本
選
集
』
第
十
二
巻
所
収
本
の
延
広
真
治
氏
解
題
に
よ
る
。
な
お
『
新
玉
帖
』
で
の
同
人
国
（
所
）
付
は
「
陸
奥
仙
台
」
と
な
っ

て
い
る
。

さ
ら
に
遡
れ
ば
、
寛
政
期
の
『
狂
歌
部
領
使
』
（
悶
四
年
頭
光
序
）
に
入
集
し
、
『
歌
狂
晴
天
闘
歌
集
』
（
同
八
年
同
人
序
）
に
尽
力
し
た
人
物
と
し
て

「
正
木
桂
長
清
」
が
い
る
が
、
活
動
時
期
が
早
す
ぎ
る
の
で
こ
れ
が
春
村
で
あ
る
は
ず
が
な
い
。
小
林
ふ
み
子
氏
の
ご
教
示
に
よ
れ
ば
、
桂
長
清
は
伯

（

2
）
 

（

3
）
 

（

4
）
 

（

5
）
 

（

6
）
 

（

7
）
 



（

8
）
 

楽
連
、
後
に
浅
草
連
の
主
要
人
物
の
一
人
と
し
て
富
士
見
連
を
率
い
、
末
広
庵
と
も
称
し
た
と
い
う
。

こ
の
春
村
編
『
草
庵
五
百
人
一
首
』
は
壷
側
狂
歌
作
者
に
関
す
る
き
わ
め
て
有
益
な
資
料
な
の
で
、
各
山
円
像
画
を
含
む
て
全
文
を
拙
稿
「
三
世
浅
草

庵
黒
川
春
村
の
門
人
た
ち
解
題
・
翻
刻
『
草
庵
五
百
人
一
首
』
付
、
人
名
索
引
」
（
「
大
妻
女
子
大
学
紀
要
文
系
」
第
四
十
号
、
平
成
二
十

年
三
月
）
に
紹
介
し
た
。

中
野
新
作
氏
の
ご
教
一
不
に
よ
る
。
同
氏
の
茶
梅
亭
文
庫
所
蔵
の
一
本
は
原
装
本
で
、
そ
の
原
見
返
し
に
は
旧
蔵
者
に
よ
る
「
天
保
九
成
冬
／
飯
山
亭

食
翁
」
と
の
識
語
が
あ
る
。
同
氏
談
に
よ
れ
ば
、
こ
の
旧
蔵
者
は
石
原
氏
、
阿
波
徳
島
の
狂
名
を
飯
山
亭
喰
主
と
称
す
る
狂
歌
作
者
で
、
そ
の
子
孫

か
ら
箱
入
り
で
入
手
し
た
狂
歌
本
の
内
の
一
本
が
件
の
一
書
で
あ
る
と
い
う
。
な
お
、
こ
の
狂
歌
作
者
は
天
保
三
年
刊
『
狂
歌
阿
淡
百
人
一
首
』
に

も
そ
の
名
が
見
え
て
い
る
。

こ
の
蔵
板
者
は
撰
者
の
一
人
で
あ
る
文
字
楼
（
村
田
）
元
成
こ
と
三
亭
春
馬
の
こ
と
で
、
続
編
は
旭
園
輝
雄
編
『
歳
時
記
下
巻
』
（
半
紙
本
一
冊
。

至
清
堂
序
。
刊
年
不
明
だ
が
、
右
之
方
撰
者
の
一
人
に
四
世
の
浅
草
庵
広
道
が
い
る
。
架
蔵
）
で
あ
る
。
な
お
拙
稿
「
江
戸
に
下
っ
た
八
文
字
自
笑

の
名
跡
｜
回
世
八
文
舎
自
笑
こ
と
二
一
亭
春
馬
｜
」
（
「
国
語
と
国
文
学
」
第
八
十
巻
五
号
、
平
成
十
五
年
五
月
）
参
照
。

拙
稿
「
笠
亭
仙
果
の
狂
歌
本
」
（
青
裳
堂
書
店
「
書
誌
学
月
報
」
第
四
十
三
号
、
平
成
三
年
八
月
）
。

翻
刻
が
「
集
古
」
壬
申
第
一
号
1
五
号
、
突
酉
第
一
・
二
一
・
四
号
（
昭
和
七
年
一
月
1
五
月
、
同
八
年
一
・
三
・
四
月
）
に
あ
る
。

（

9
）
 

（叩）
（日）

（ロ）

一
世
浅
草
庵
と
し
て
の
黒
川
春
村
（
補
遺
）
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